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夏の防犯対策は、開放的な季節がら手薄になりがちです。
夏休みに帰省や旅行に行かれる方もいらっしゃるかもしれません。
夏に気を付けたい防犯対策をご紹介します。

空き巣・忍込みに注意！！

夏場は、窓を開けたままにして就寝することが増える季節です。

また、換気のために窓を開けることも増えています。

このような窓からドロボーに侵入され盗難被害に遭ってしまう可能性があります。

【防犯対策】
●ドロボーは２階以上の窓からも侵入します！外出時は玄関や窓の施錠を再度確認し、

家の周りに踏み台・足場になるようなものは置かないようにしましょう。

また、就寝時にも隙ができないよう窓を閉め、施錠し、暑い場合はエアコン等の利用を

心掛けましょう。

入浴時の『のぞき・盗撮』に注意！！

夏場は、窓を開けて入浴することが増える季節です。

窓を開けたままにして入浴すると、窓から覗かれたり、

スマートフォン等で盗撮されてしまいます。

【防犯対策】
●入浴中や脱衣所で着替える時は、窓のブラインドやカーテンを

閉め、鍵も閉めましょう。
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外出時・在宅時も、ドロボーに注意！

帰省などの際に家族でお話をするなかで、
「特殊詐欺被害防止』についても
ぜひ話題にしてくださいにゃん！



夏休みはこども同士で出かけたり、こどもたちの行動範囲が広がることで、保護者や

地域で見守るだけでは目が行き届かなくなる場面があります。

是非、ご家族で「身の回りの危険」について話し合い、いざという時の防犯対策を

考えておきましょう。そして楽しい夏休みの思い出づくりをしてください！

●地域ぐるみでこどもを見守る。

・一人で遊んでいる子、暗くなるまで遊んでいる子には、早く帰るように声をかける。

・公園等でこどもの周辺をうろつく不審者を見つけたら、すぐに１１０番通報する。

・地域に危険な場所や死角があったら改善する。

●こどもと「５つの約束」をする。

①外へ行くときは必ず行き先を言います。

②ひとりで遊びません。

③声をかけられても、ついていきません。

④こわいと思ったら、大きな声を出して逃げます。

⑤今日あったことを必ず、家の人に話します。

●「こども１１０番の家」 の場所を親子で確認しておく。

～楽しい夏休みになるよう、家庭でも防犯教育を行いましょう～

ふだんから、今日あった事など、
こどもとたくさん話をしてほしいにゃん！

大きな声を出す練習も
してみるにゃん！

静岡県では、危ないときにどうするかを身に

つけるトレーニング「あぶトレ！」を各小学校にて

開催しております。

テキストは、県くらし交通安全課のホームページで

ダウンロードできます。

ぜひ、こどもの防犯対策にお役立てください。
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～令和８年度も県内各小学校で実施中(約２００校予定)です。～

「あぶトレ！」実施中


